【規約（一部事務組合）】
（『一部事務組合のしくみとその運用』昭和52年4月市町村自治研究会編　から）

※元号を「平成」から「令和」に修正

①　○○市外２町１村○○組合の規約例
○○市外２町１村○○組合規約
令和○年○月○日

規約第○号

第１章　総　則
（組合の名称）
第１条　この組合は、○○市外２町１村○○組合（以下｢組合｣という。）という。
（組合を組織する地方公共団体）
第２条　組合は、○○市、○○町、○○町及び○○村（以下｢関係市町村｣という。）をもって組織する。
（組合の共同処理する事務）
第３条　組合は、○○に関する事務を共同処理する。
（組合の事務所の位置）
第４条　組合の事務所は、○○に置く。

　　　第２章　組合の議会
（組合の議会の組織）
第５条　組合の議会の議員（以下｢組合議員｣という。）の定数は、○人とし、関係市町村の定数は次のとおりとする。
○○市　○人
○○町　○人
○○町　○人
○○村　○人
（組合議員の選挙）
第６条　組合の議会の議員は、関係市町村の議会において選挙権を有する者の中から選挙する。
２　組合議員に欠員を生じたときは、直ちに補欠選挙を行わなければならない。
（組合議員の任期）
第７条　組合議員の任期は、○年とする。
２　補欠議員は、前任者の残任期間在任する。

第３章　組合の執行機関
（管理者）
第８条　組合に、管理者、副管理者各１人を置く。
２　管理者、副管理者の任期は、○年とする。
３　第１項に定める者を除く外、会計管理者その他の職員を置き、その定数は、条例で定める。
（執行機関の選任）
第９条　管理者は、関係市町村の長の互選により、組合の議会の同意を得て選任する。
２　副管理者は、管理者が組合の議会の同意を得て選任する。
３　会計管理者その他の職員は、管理者が任免する。
（組合の監査委員）
第１０条　組合に監査委員○人を置く。
２　監査委員は、管理者が組合の議会の同意を得て、知識経験を有する者及び組合議員のうちからそれぞれ○人を選任する。
３　監査委員の任期は、○年とする。但し、組合議員のうちから選任された委員にあっては組合議員でなくなったときはその職を失う。
第４章　組合の経費
（経費の支弁の方法）
第１１条　組合の経費は、財産より生ずる収入、使用料、手数料、その他の収入をもって支弁し、なお不足があるときは、その○分の○を○○により、関係市町村に分賦する。
附　則
この規約は、令和　年　月　日から施行する。
②　○○複合事務組合の規約例
○○複合事務組合規約
令和○年○月○日

規約第○号

（組合の名称）
第１条　この組合は、○○複合事務組合（以下｢組合｣という。）という。
（組合を組織する地方公共団体）
第２条　組合は、○○市、○○町及び○○村（以下｢関係市町村｣という。）をもって組織する。
（組合の共同処理する事務）
第３条　組合は、次表右欄に掲げる市町村に係る同表左欄の事務を共同処理する。
	共　同　処　理　す　る　事　務
	市　　町　　村

	１　　○○に関する事務
	○○市、○○町、○○村

	２　　○○に関する事務
	　　　　○○市、○○町

	３　　○○に関する事務
	　　    ○○市、○○村

	
	

	
	

	６　　○○に関する事務
	　　    ○○町、○○村


（組合の事務所の位置）
第４条　組合の事務所は、○○に置く。
（組合の議会の組織及び議員の選挙の方法）
第５条　組合の議会の議員（以下｢組合議員｣という。）の定数は○人とし、関係市町村の議会において、議員の中から、○○市にあっては○人を、○○町にあっては○人を、○○村にあっては○人を、それぞれ選挙する。
２　組合議員に欠員を生じたときは、当該欠員となった議員を選挙した関係市町村の議会は、直ちに補欠選挙を行わなければならない。
３　組合議員の任期は、当該関係市町村の議員の任期による。但し、補欠議員の任期は、前任者の残任期間とする。
（特別議決）
第６条　組合の議会の議決すべき事件のうち、関係市町村の一部に係るものの事件については、当該事件に関係する市町村から選出されている議員の出席者の過半数の賛成を含む出席議員の過半数でこれを決する。
（理事会）
第７条　組合に理事会を置く。
２　理事は、関係市町村の長をもって充てる。
３　理事の任期は、当該関係市町村の長の任期とする。
４　組合に代表理事を置く。
５　代表理事は、理事が互選する。
６　代表理事は、理事会に関する事務を処理し、理事会を代表する。
７　前各項に定めるもののほか、理事会の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会が定める。
（会計管理者）
第８条　組合に会計管理者を置く。
２　会計管理者は理事会が任免する。
（監査委員）
第９条　組合に監査委員○人を置く。
２　監査委員は、理事会が組合議会の同意を得て、知識経験を有する者及び組合議員のうちから選任する。この場合において、組合議員のうちから選任する監査委員の数は○人とする。
３　監査委員の任期は、知識経験を有する者にあっては○年とし、組合議員のうちから選任された者にあっては組合議員の任期による。
　但し、後任者が選任されるまでの間は、その職務を行うことを妨げない。
（事務局）
第１０条　組合に事務局を置く。
２　事務局に事務局長その他の職員を置く。
３　事務局長その他の職員は、理事会が任免する。
４　事務局長その他の定数は、条例で定める。
（経費の支弁の方法）
第１１条　組合の経費は、組合の事業により生ずる収入、関係市町村の負担金及びその他の収入をもって充てる。
２　前項の負担金の総額及び関係市町村の負担すべき額は、理事会が組合議会の議決を経て定める。
附　則
１　この規約は、○○県知事の許可のあった日から施行する。
２　組合は、令和　年　月　日をもって解散する○○一部事務組合の事務を承継する。
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